
 

 

 

 

 
 

銭座小スタンダードについて 
 

 前号の学校だよりで、銭座小スタンダードについて、まずは子どもたちにも保護者の皆様にも

知っていただきたいと記載していました。紙面の許す範囲となりますが、ご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

①シューズやくつのかかとをならべよう ②防犯ブザーを着用しよう 

③自分の持ち物には名前を書こう ④校内放送が聞こえたら、活動をやめてしっかり聞こう 

⑤学習に必要なものだけを持ってくる ⑥校舎内（ワークスペースなど）では、あばれたりさわいだりしない。 

⑦「はさみ歩き」（無言移動）をしよう ⑧名札を左胸の見えるところにつけよう 

 

銭座小 学校だより 

 
  

    令和８年９月 4日 第 26号   

         発行者 校長 山本 高靖   

～学校教育目標～ 

みんなの笑顔 つながる心 未来をひらく 

つながる心  

【学習のスタンダード】 

【生活のスタンダード】 

「スタンダード」とは、一般的

に“標準”や“基準”と言い換え

ることができますが、本校では、

「基本」と捉えています。 
 

学校には多くの人が集います。

みんなが安心・安全なくらしをす

るためには、学習や生活のルール

やマナーが必要です。また、特別

支援教育の視点からは、「そろえ

ること」が大変有効な教育手段と

なります。加えて、ルールやマナ

ーを守るという行為そのものが、

人格形成途上にある子どもたち

にとっては、必要不可欠です。 
 

一方、「細かいルールなどで子

どもたちを縛らなくてもよいの

では」という考え方もあり、多様

性の時代にあっては、これもまた

正論だと思います。 
 

スポーツやお稽古ごとでは、ま

ずは「基本」が大事です。基本が

できていないと、将来の伸びもあ

りません。一流な方は基本を大切

にされています。 
 

これらを踏まえ、本校ではスタ

ンダードを基本とし、学習や生活

の素地をしっかりと固めつつ、同

時に個性伸長も大切にしていき

たいと考えています。どうぞよろ

しくお願いいたします。 


